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日本藻類学会第6回春季大会講演要旨

(1) 0渡辺・‘信・渡辺正孝:ダム貯水池における渦

鞭毛藻 Peridinium赤潮の動態とその増殖生理

近年，栄養の富んでいない山地のダム湖に赤潮が発

生しており，上水の供給に関述した公衆術生上の問題，

ダムの景観等環境保全上の問題が懸念されている。下

久保ダム神流湖でも毎年，冬季~初春にかけパックウ

ォターのもぐり込み付近に Peridiniumpenardiiの

赤潮が発生し，やがて湖水全面をおおうようになる。

この発生パターンは神流湖特有のものではなく，他の

ダム貯水池でもli'di認されている。 P.penardiiは，既

存の合成培地では全く生育がみられず，新たに開発し

たW培地で約4x 10' cells/mlの増殖を得ることがで

きた。 WJ者地を基本にして，本種の生理特性を解析し

た結-果，最適温度は10-15'Cで，窒素排;{として N03-

N， NH，-N， urea-Nを利用でき，又燐i!tl(として無機
態燐駿やグリセロ燐酸のような燐酸モノエステルを利

用することが判明した。 Ca++とK+の濃度が本種の

増殖に著しく影響し Ca++の場合 8.5ppm以上で

良好な鳩殖が得られ.K+の場合は 3.2-7.6ppmの

閥で良好な増殖が得られた。 この K+の濃度は，政

藻煩や緑穣類の矯養液で通常使われている K+濃度の

1/5-1/10という薄い濃度である。その他，本種の増

嫡にはビタミン B12'Fe+++が必須であることが判明

している。本研究で我々が開発したW府地では P.

ρenardiiの倍加時間は約1.8日であり，今後増殖速度，

栄養塩摂取速度の解析を含めた増殖の動力学的解析は

可能である。 (国立公害研)

(2) 鳥海三郎:渦鞭毛藻 Mesoporosperforatus 

の形態について

Mesoporosρerforatus は GRAN(1915)によって，

北海より採集，命名された渦縦毛藻の 1種であり，当

時，本属は Exuviaellaとされていたものである。そ

の後，世界の各海域より報告がみられ，現在では本属

に属する種は，本種を含めて6種が報告されている

が，本邦よりのこの属についての報告は，現在までみ

られなし、。

演者は，この種を，サロマ湖と東京湾より採集し，

光学顕微鏡と走査電子顕微鏡を用いて観察できたので，

その結果を報告し，あわせて本属の分類上の問題点を

述べてみたL、。(横浜市立東高)

(3) 秋山 優:重金属，農薬ならびに界面活性剤に

対する植物プランクトンの生態的応答

薬物に対する組物プランクトンの生態的応答につい

て検討した。

1. 重金属の植物プラクトンの自然集団による光合

成生産に対する1111害効果は Cu>Cr>Zn>Niの順序

で、その強度の廷が認められる。

2. これに対して集団としての成長(クロロフィル

生産量)に対する阻害効果は Cu>Zn>Ni>Crであ

り強度順序が異なる。

3. 農薬特に除草剤の縞物プランクトンの自然集団

の光合成生産に対する阻害効果は， Linuron>CAT> 

PCPの順序の強度差が認められるが， 成長に対して

は Linuron>PCP>CA Tの順序になる。

4. 界I面活性剤の場合は，光合成ならびに成長に対

する阻害効果は，重金属および農薬に比較するといず

れもソフトであり，その仁l'でもポリエチレングリコー

ルは最も微弱であるのに対し ABSおよび Briji-35

は比較的強度である。

5. これら薬物の植物プランクトン集団の成長に及

ぼす影響は，クロロフィル生産量に対する問書効果だ

けでなく，その濃度追に応じて，これら物質に対する

各種植物プランクトンの耐性の差に対応する各種植物

プランクトンの耐件ーの差に対応する種の増減による，

著しいフロラの変換を誘起する。このことは，植物プ

ランクトンの成長に及ぼす促進的な姿困と併行して，

阻害要凶となる物質の存在による種のスクリーニング

が，自然界の特定の種の爆発的異常発生のひとつの機

序となり得ることを示唆するものである。

〈島根大・教育・生物〕

(4) 0猿渡厚史・小林弘:低温域に見られるケイ

ソウ Achnanthes数種の微細構造による比較

本邦の山地の池沼や北海道の湖沼には，小半IJ形をし

た小型の Achnanthesの種類が出現するが，光顕のみ

の観察では，その同定は非常に難しL、。その理出とし

て. 1つの taxon の中でも，殻の大きさに変異があ

ること，中心域の開きの幅が大きいことなどがあげら

れる。そこで演者らは，本邦の乗鞍岳頂上付近の池招

群，霧ケl側主原の鎌ヶ池，尾瀬沼の池，および，北海

道の洞爺湖から得られた試料について，それぞれ電子



顕微鏡により比較検討を行なったところ A.allstri. 

aca var. helvetica HUST.， A. marginlllata GRUN.， 

A. altaica (PORETZKY)CI-EuL.， A. kryophila PET. 

の4種類を識別することができた。従来多くの研究者

により，殻の形質4こついては，殻の大きさ，縦溝のI1I1

がり具合，縦講を持たない殻における軸域の聞き方な

どにつv、て詳細に論じられているが，今1"1，電顕によ

り，縦溝が凸殻にある場合と凹殻にある場合が見られ

ること，さらには，胞紋の構造および，被殻の湾1111の

様子にも違いがあることなどについて幾つかの知見が

得られた。また，今回調べた4分類群に共通な形質と

しては，無縦溝殻の軸域が殻内部に向かつて肥厚する

点をあげることができる。(東学大・生物〕

(5) 福島 博本・ 0志村直美ヰ・小林艶子・材寺尾公

子*紳:羽状ケイ藻 Cymbellagracilisの分類学

的検討

志賀高原一沼で1980fF.11 }jにえた資料を月]l、た。ケ
イ殻の背縁は強く変出し，腹縁は変入するが中央部は

変出する。ケイ殻長は30-60μmで，モードは52-55

μm，ケイ殻幅は5-9. 5pmで，モードは 8-8.5μm

で従来の記録の範囲内である。

背線はケイ殻のほぼ中央部にあり，ほぼ真直で，軌

域は線状披主1"7移である。横条線は，放射状でji!，j端部は

収欽する，背側の横条線は中央部で10μm聞に9-15 

本，モード11本， jilij端部は11-16本，モード13本であ

る。腹側の中央部は10-15本，モード12本， !，!，j端部で

は11-16本，モード13本であり，中央部と先端部を比

較すると中央部の方が少し精Iである。中央部と先端部

で，背縁と版縁でそれぞれのiv査を比較すると，ほぼ似
ている。(*東女体短大，料横浜市大*紳東k体大〕

(6) 0高橋宗弘・小林弘:微細構造に基づく本邦

淡水産ケイソウAnomoeoneis五分類群の比較考察

ROUND and MANN (1981)は，淡水産の Anomo.

eoneisの数績とよく似た構造を持つ海産の 1種を見

つけ，電子顕微鏡を用いた微細構造の比較により，

KUTZINGの設立J/た Brachysiraを復活させた。

Brachysiraは，電顕像では，①縦溝が 2本の隆1包

した肋線の聞を走る，②殻面と殻套の接合部に隆起し

た肪線を持つ，③殻表面に，しばしば縦走肋線及び林

を持つ，④殻套に長方形の小箱胞紋の単列を持つなど

4つの特徴を持つ。本邦には， ROUND and MANNが

Brachysiraの記載に使用した B.ゅoninaKUTZ.は

未だ見つかっていないが，彼らがこの属への移し変え

を行っている B.exilis(KUTZ.) ROUND and MANN， 
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B. serians(BREB) ROUND and MANNなどの種綴は，

内陸のミズコケi湿原などで普通に見られる種類であ

る。

本邦tこ普通に産する類似の数種について，その微細

僑造を比較したところ，①An.serians var. brachy. 

sira (BREB.) Cl.， An. styriaca (GRUN.) HUST.， 

An. exilis (KUETZ.) Cl.， An. serians var. aCllta 

HUST.の4分類群は Brachysira の記載とよく一

致する構造を持つ，②An.sp.は Brachysira属に

特徴的な構造を欠く，③An.serians var. brachysira 

(BREB.) Cl.， An. styriaca (GRUN.) HUST. の個体

群にも，備に Brachysiraに特徴的な構造を欠くも

のがあった等の知見が得られた。

(東学大・生物〉

(7) 大森長朗・ 0橋田順子:褐藻エゾヤハズの四分

胞子発生におよぼすコJl-ヒチンの影響

褐議エゾヤハズの四分胞子を，いろいろな濃度 (0.

001-0.5%)のコルヒチンを含む海水溶液で培養し，

その影響を観察した。 0.2%以上の濃度では胞子の大

部分 (80.7%以上)が死滅した。 0.005%以上の濃度

では発芽率が著しく低くなった。 O.001-0. 05%の濃

度で情養した場合は太い仮恨が形成された。巨大仮恨

を生じる害Ij合は濃度が高くなるに従って高くなり.O. 

01%では55.7%のものが巨大仮恨となった。生じた巨

大仮恨の太さはコルヒチン濃度に関係なくほぼ同じで，

正常な仮恨の約1.7倍であった。またコルヒチンは仮

恨の伸長を抑制することと. 0.005%以上の濃度では

胞子細胞の分割を完全に阻害することが観察された。

次に0.005および0.01%コルヒチン海水溶液で四分

胞子を培養しこれに一方から光を照射した。共に80

9話以上の胞子が反光源側に仮恨を伸出した。このこと

からコルヒチンは photopola ri za tionに影響をおよ

ぼさないことがわかった。

0.01%コルヒチン海水溶液で3，17.5， 25および67

時間それぞれ胞子を培養した後に.iJヨ過海水にもどし

て培養を続けた。 3，17.5および25時間後にP過海水

にもどして情養を行なったものは発芽率，分割壁形成

ヰ;:J1i・に最初からi戸過海水で惰養したものと同程度まで

1"1復した。(山陽学園短大・生〕

(8) 0吉田忠生・馬島通・丸伊満:褐藻ヒパマ

タ回数属の生長点の構造

日本産のヒパマ夕日の属のうち，エゾイシゲ属，ヒ

パマタ属，ウガノモク属，ジョロモク属，スギモク属，
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ホンダワラ属， ヒジキ属，ラッパモク属について生長

点の観察を行なった。これらの属はL、ずれも頂端に滞

状又は炉斗状の凹みをもち，その底部に生長点細胞を

もっ。ヒパマタは横断面で長方形をした生長点細胞を

もっていること，エゾイシゲについては生長点細胞が

断面で3角形ないし4角形の不規則な形をしていると

いう，これまで同属の他種で認められていたと同じ結

果を得た。その他の種は体制が平面的なジョロモクに

おいても，放射状のその他の属においても，いずれも

断面で3角形の生長点細胞をもつことを確認した。

(北大・理・植物)

(9) 赤塚伊三武:紅藻テンゲサの1種 Gelidium 

pristoidesとオ=クサ G.japonicumの所属

G.ρristoides とその近縁群であるオニクサは外形

上，他のテングサ属植物とは著しく異なる。 l柑群聞で

差が大きい形質は次のようである:体の主軸の各国の

表面観での表面細胞の配列の規則性の有無;副枝また

は鋸齢発出の有無;表面観での表皮細胞の長径， i縦断

面観での表皮細胞の長・短径の比;体の主軸における

中肋状肥厚の有無。

一方，外形上から両種は Suhriaに，ならびにオニ

クサは Porthyroglossumに所属させられたことがあ

る。副校が多数発出する特性に注目すればそのような

扱いは有り得ることである。これら 2属が独立させらー

れている基準の重要なものにこの特性がある。それな

らば G.ρristoides とオニタサもまた独立した属に分

離されないと統ーがとれなし、。

(日本私学教育研究所〕

(10) 梶村光男:紅藻イギス科カザシゲサ属の一新種

本種の体は柔かし、膜質，円柱状乃至協隊状の関節よ

り成り，高さ 3mm-1cmで， 直立叢生し. 6-15 

1司各節で一平面に叉状分岐し，鮮紅色を呈する。体の

F部より糸状仮恨を生じ，その先端は仮盤状を為す。

糸状仮恨は又初旬校となり，直立枝を生ずる。関節は

直径が50-500μmでその 2-3倍長く，色素体は稀

円盤状乃至多角薄片状を呈し，早落性の毛は無し、。雌

性成熟関節は校端に形成され，その頂端に3個細胞か

ら成る成立{¥軸を生じ，その中央の細胞は周心細胞を3

個切り出し，そのうち 2個が支持細胞となり，それぞ

れ造果校と中性細胞を 1個宛生ずる。受精後支持細胞

から切り出された肋細胞から造胞糸を生じその殆ど

全細胞が果胞子のうとなる。雌性成熟関節上端縁辺部

から萄を密に生ずる。雄性成熟関節は枝の先端から 2

-4番目に形成され，その上端縁辺部に多数のMIi性配

偶子のう托を環状に生じ，その側枝先端に雄性配偶子

のう母細胞を生じ各母細胞から 1-4個の鎖性配偶

子のうを生ずる。 MIi性成熟関節上端縁辺部から主主を密
に生ずる。四分胞子体の成熟関節も校の先端から 2-

4番目に形成され，その上端縁辺部に多数の四分胞子

のう托を環状に生じ，その柄細胞から各方面に四分胞

子のうを多数生じ，四分胞子のうは三角錐型に分裂す

る。四分胞子体の成立~\関節上端縁辺部から萄を密に生

ずる。胞子の発芽様式は直立型である。

(島恨大・理・臨海〉

(11) 中庭正人茨城県沿岸の海藻相と植生

茨城県の海岸線は南端の波崎から北端の平jぬまでそ

の全長は約 150kmにおよび，その南半は鹿島灘とい

う単調な砂丘海岸，北半は太平洋の荒波に洗われる外

洋性の海況の中に海藻着生基物となる岩Ii(~が豊富であ

る。また黒潮と親潮の二大海流が，季節により強弱を

生ずるので，夏季の水温上昇と冬季から春季にかけて

の低 Fは海務相を特徴あるものにしている。ここに報

告するのは1961年からの結果を「藻類J1975:¥こ発表し

たが，その後の知見も加えて報告する。

茨城県沿岸に生育の知られた種は合計 166種で，そ

の内訳は緑藻17種，褐藻36種，紅藻 113種である。こ

のなかには寒流性の種や暖流性の種が生育し，なかで

も分布上注目すべき南限種2種，北限種が25種生育し

ており，全体の169杉をこえる。これらのなかには，ナ

ガオパネ，ヒメソゾ，ウラソゾなど.分布上特に校日に

価する種が含まれている。

つぎに近隣県沿岸と比較すると，茨城県沿岸に生育

の知られた166種のうち，岩手県(161種〉と共通する

種は82種で全体の 50%にあたり，福島県 (160種〉と

共通する種は 103種で全体の629ちにあたる。 また. ~È 

子(144種〉と共通する種は120種で全体の729杉にあた

る。

これら茨城県沿岸の海藻について，海域の海藻相を

寒海性か，暖海性かを推定する方法として瀬川(1953)

の提唱した CjPi率や中原・増田(1971)の提唱した

IjH率をもとに考察する。(茨城県立水戸一高〉

(12) 林田文郎:駿河湾・焼津海岸における潮間帯海

藻の遷移について

駿河湾における海藻群落の遷移に関する研究は皆無

に等しい。演者は焼津において潮間帯海藻の一次遷移

の動態を解明する目的で.1976年4月より本研究に着



手しその後1981{1~6 Jiまで6カ年間にわたり継続的

調査を実値した。調査はコンクリートプロック kの海

藻群落を対象とし. 1976年01にこのプロックの水平

面(ほぼ低潮線付近)にコンクリート製プレート 05
x15x3cm)を22険設定し，実験区を設けた。その後

1981{ド6J1まで海藻頬の種類数や種類別の被度 (PEN-

FOUND-HoWARD法). 頻度を測定して積算後占度を

求め，実験区周辺の対照区と比較検討した。

各年の5. 6月の資料を用いて検討した結果.i怒泌

類の全種顛数，多年生海藻Jinの種類数及びその積算俊
占度は，いずれもプレート設置後3年目で対照区のそ

れらとほぼ同じ値Jこ達した。優占種群には遷移の進行

に伴ない発展的交代が見られたが. 3年11では優占徴

群の種組成は対照区のそれとほぼ向ーとなった。一方，

実験区と対照区間の種数に基づく類似度指数は年々榊

加し. 3年I1では60%以上に達した。以 tのような諸

知見を総括し，焼津海岸における海藻群落の遷移の動

態を診断した結果，プレート設置後3年I1より安定期l

に達したと考えられる。(東海大・海洋)
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〔展示) (13~制

く13) 石川依久子:緑藻ホソエガサの細胞核挙動

ホソエガサナ Acetabulariacalyculus を'i>:内単藻N'i

獲し，形態分化と被挙動の相関を求めていたところ，

蛍光顕微鏡観察によりIr:大核以外に多数の小核がみと

められた。また，若い藻体の半数以上が|壬大伎を失っ

ており，その後成長した務体はカサやシストを形成す

るが|壬大伎の有無とは無関係であった。これらのiJf"A'
からカサノリのu大伎についてその存在意義の再検討
が必要と思われた。

縫合後2週間11の発芽体の被内に， 鮮明に DNA-

bodyが観察される。 DNA-bodyは未だ葎顛(又は

植物)では観察されていないが核小体形成のもとをな

すリボゾーム DNAの塊であり， 以後，被小体は著

しく増大し藻体が 5mmに成長するまでに活発なリ

ボゾーム生産がおこなわれていることが推定される。

la大な核小体をもっ， いわゆる “巨大核.. (100x90 

μm)は藻体が 7mmになった頃観察されるが巨大核

以外に多数の小核がリゾイド部に散在しており，既に

巨大核から二次核が放散されたと推測される。この頃

から“巨大核"は崩壊しやすくなり，残存する 1'~大核

中に核小体は球塊をなすことが多L、。巨大核のもつ2

つの役割，すなわち大量のリボゾーム生産と二次核の

形成は，いわゆる“巨大核"の完成以前に完了してL、

るとみられる。いわゆる“巨大核"は過剰なリボゾー
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ム生産はおこなっても既に必須な存在ではなく残存物

ではなし、かと考えるに至った。

(大阪大・教養・生物)

(14) 0渡辺恒雄本・鈴木健策判・猪川倫好**-藻類

のプロテアーゼの分布と性質

セリンプロテアーゼやチオールプロテアーゼが生体

制御Jこ重要な役割を果していることが知られているが，

藻頬に関しては未だ不明な点が多い。渡辺が紅藻や緑

藻にセリンプロテアーゼインヒビターが存在すること

を見い出した (980)ことから，藻類にもセリンプロ

テアーゼが存在するものと推察されたので検出を試み

た。ラフィド藻シャットネラ Chattonella antiqua. 

佳藻ニッチア Nitzchiaruttneri. 緑藻ヒラアオノリ

Enteromorρha compressa にセリンプロテアーゼやチ

オールプロテアーゼが存在するものと示唆される結果

が得られたので報告する。ニッチアのプロテアーゼの

抽出，精製は，次の方法に従って行った。 N_ruttneri 

(Lw_3g)に150mM  NaCl， 1 mMEGTA， 0_ 1 mM  

DTTと20%グリセリンを含む.50mM Tris-HCl緩

衝液.pH 7_ 2. 14 mlを加えてボリトロンのホモゲナ

イザーで15秒間x21i'l抽出を行った。 10，OOOxg30分

間遠心分離した上清を309ぢ飽和の硫安で‘塩析した後，

遠心し沈殿を 3mlの緩衝液で溶解しプロテアーゼイ

ンヒピター画分とした。 1二清は.70%飽和の硫安塩析

を行い，遠心後，沈殿を 2mlの緩衝液で溶解しプ

ロテアーゼ画分とした。溶液 1mlを Bio-gelP-100 

のカラムにのせケ〉レi戸過を行い，得られた活性画分を

|出l定化プロテアーゼインヒビターを用いてアフィニテ

ィヂロマトを行い精製した。酵素活性は基質として

αーカゼインと合成トリペチド基質を用いて測定した。

(*国立公害研・生用生化，料筑波大・生物)

(15) 高野秀昭:珪藻タラシオシーラ科の3新種

電子顕微鏡の使用により，小型種の形態が次第に明

らかにされている。日本沿岸内湾域から発見した3新

種を記述した。

1- Minidiscus comicus TAKANO 1981 

直径1-9-7_0μm。大型のものは円盤形だが，小型

のものは蓋殻が円く隆起する。蓋殻面には3-7本の

輪状に並ぶ有基突起と，中心付近に1本の大きな唇状

突起があり，外面に管状に突出する。 M_trioculatus 

の唇状突起は小さく.TEMでみると縁辺に透明帯が

あるので，これと本種は異なっている。 1980年9月に

東京港内で赤潮をつくった種。
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2. Thalassiosira stinulata TAKANO 1981 

直径2.5-5.0μm。中心小室をはさんでl吋側に1本

の有基突起と 1本の唇状突起があり，殻頂縁に4-6

本の有基突起が1輸をなす。殻頂面は平坦で殻王室部は

低い。蓋毅外面に多数のY字形の小突起が密生してい

る。単種で多いことはないが，各地の内湾にふつうに

出現する。

3. Thalassiosira curviseriata TAKANO 1981 

本種の群体は回旋が著しい。直径7.8-14.5μm。中

心有基突起は1または2本で蓋殻中心から多少離れて

おり，小室列もこの部分から放射する。縁辺の 5-12

本の有基突起は両翼をもつが， その形は T.tealata 

のものと異なる。唇状突起は 1本，縁辺にあって， 12 

時方向で左の有基突起に近接する。香川県屋島， i同海

湾，渥美湾で出現した。(東海区水研)

(16) 0出井雅彦・小林弘:タイプ標本に基づいて

同定した本邦章ケイソウ類の Diplon~is margine. 

stl旬 taと D.ellipticaの微細構造について

淡水産ケイソウ D制oneisは光顕のみによる原記

載や原図・線画に基くかぎりその同定にむずかしいも

のがある。今回演者等は PATRICK and REIMER 

(1966)が D. ellitticaの lectotypeに指定してい

るスライド (BM:18739) を大英博物館で D.

marginestriataのタイプスライド (04/72)をプレー

メルハーフェン海洋研究所 (BRM) で調査すること

ができた。これらのタイプに基いて同定した本邦産の

個体群を詳細に観察し若干の知見を得たので報告する。

D. marginestriata は HUSTEDT(1922) によって

オーストリアのルンツ湖より新種として記載されたも

ので，殻長20-30μm，殻幅9-13μm，10μm中の

条線は約20本とされている。演者等がタイプスライド

から見い出したものは殻長および殻幅は記載の範囲内

であったが，条線は10μm中17，8本でやや粗であった。

青木湖産のものはタイプと非常によく一致した。各線

は長胞状で外壁は2列に並んだ小孔をもっ附板によっ

て被われ，また殻幅の約半分を占める縦走管の外壁に

は縦絡に治って 1列の馬蹄型の紋様があり，縦走管中

央には 1，2コの関口が見られた。 この結果は GER-

MAIN (1979)が TEMを用いて示した構造とは明ら

かに異なるものであった。 また上田市常和産の D. 

ellitticaの条線は1列の小箱状胞紋列からなり，各々

の胞紋は樹状微小肋骨によって分割されるものであっ

た。(東学大・生物)

(1の o野崎久義市・原 慶明紳・加崎英男帥*:緑藻
ポJL-ポ.'1クス自の Volvulinasteinii のピレノイ

ドについて

前回の大会において野崎は本邦産の Vol世ulina属に

ついての報告をした。この時，本属の種を区分する上

で重要な特徴であるピレノイドに関してこの株が従来

の報告と一致しない点があったので，種の同定を保

留していた。その後， CAREFOOT (1966)が用いた V.

steinii PLA YFAIRの3株 (FA-4， SC-22， C2-13) 

を Texas大学の CultureCollectionよりとり寄せ，

それらの観察を行ったところ，本邦産の株と同様に培

養の ageが進行するに従って各細胞の井型の葉緑体

の縁の部分に通常1個のピレノイドが出現してくると

いう結果を得た。このことから V.steiniiという種

は本来ピレノイドに関してこの特徴を有するものと考

えられ，本邦産の株を V.steiniiと同定した。

今mしこのV.steiniiのピレノイドの出現を詳査す
るために，生の材料ならびに ROSOWSKI(1970) の

方法による光顕レベルに加えて電顕レベルの観察を行

った。その結果ピレノイドは培養日数とともに以下の

様な三段階で出現してくることが判明した。

1) 光顕，電顕的にもピレノイドの確認できない段

階。

2) 生の材料ではできないが， ROSOWSKI 法だと

般認できる段階。この時のピレノイドは電顕で観察す

るとデンプン殻のない基質だけの状態である。

3) 生の材料でも ROSOWSKI法でも確認できる段

階。この時のピレノイドは電顕で観察すると基質をデ

ンプン殻がとり閤む。

(事慶応高，紳筑波大・生物*料東邦大・理・生物〉

(18) 南雲保:クローン培蜜によって得たケイソウ

Achnanthes kuwaitensisの微細構造について

Achnanthes kuwaitensisは HENDEY(1958)によ

り西アフリカ，ニジエールのラゴス湾から記載された

ものである。記載によると，本種は A.angustata 

GREVILLEに類似するが，無縦器等殻の構造によって区

別できるとしている。つまり A.kuwaitensisでは

無縦潜殻の軸域が殻縁に存在すること，無縦溝殻の殻

端に点紋条線の 2，3列分の大きな眼域が存在する点

をあげ，殻長38ー70pm，殻幅7-8pm，条線はlOpm

に10本と記載している。

演者は新潟県鯨波海岸の岩付着試料中に出現した本

種と同定できる個体を単離し，クローン培養を行なっ



た。その試料に基づき光顕および電顕を用い，殻構造

の変異と徴剣構造の観察を行なった。

その結果，殻長は 32ー70μm，殻幅8μm，条線は

10μmに10本で，原記載と非常によく一致した。しか

し，無縦溝殻の殻端に存在すると記載されている限域

については，同一クローン中でも大きな変異が見られ

た。すなわち，存在する殻から，ほとんど認められな

い殻まで連続した変異が現れた。 これは，原記載者

HENDEY によると種を区別する重要な形質として取

り上げられている。しかし，この種類では特別の構造

というよりは，むしろ条線を構成する胞紋がL、くつか

融合し合ってできたものと考えてよいように恩われる。

(日本歯科大学，生物〕

(19) 0吉崎 誠事・井浦宏司料:本邦対馬暖流域治

岸に生育すQ海藻の分布について

本邦の海古車相よliclJ村(1931)によると亜寒借， II品;H子，

亜熱帯の3つの地理帯(気候帯)からなる。そして彼

は本邦産海藻の地理的分布は海流の分布に随伴すると

述べ，本邦沿岸を 1)千島占守島一金華山〈亜寒帯性

海藻相)， 2)金華山一宮崎県大島(温帯性海藻相)，

3)宮崎県大島一鹿児島県野間崎，琉球， 小笠原諸島

亜熱帯性海藻相)， 4)野間崎一日本海沿岸一津軽海峡

(温帯性海藻相)， 5)津軽海峡ー宗谷海峡一恨室納沙

布岬 (4に続く温帯性海藻と亜寒帯海藻からなる海藻

相)の5つの区域に分けた。吉崎(1979)は千島占守

島より与那国島に至る本邦太平洋沿港各地から報告さ

れた80編の海藻採集記録をもとに，緑藻類と褐藻顛に

ついて各種類の分布域を調べ JACCARD氏の共通係

数を用いてこの海域を1)占守島一津軽海峡~t岸(亜

寒帯性海.藻相)， H)津軽海峡南岸一犬吠崎(冷温帯

性海藻相)， ]ID房総半島沿岸一豊後水道(暖温帯性

海藻相)， N)九州東岸一与那国島(亜熱帯性海藻相)

の4区域に分けた。今回はその第21'!1日の報告として

知床半島よりオホーツク沿岸，日本海沿岸を経て鹿児

島県に至る各沿岸より報告された93編の海藻採集記録

をもとに，前回と同様の方法で分布域を調べ，区分を

考察する。

(*東邦大・理・生，料習志野市役所・緑化センター)

(20) 0堀口健雄・千原光雄:海藻に着生する渦鞭毛

藻の一種の生活史と微細構造および分類

珊瑚礁践に生育する渦鞭毛藻は浮遊生活をするもの

の他に，鞭毛はもつが海藻などの表面に付着して生活

する半底生的な生活様式をとるものも知られている
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(福代 1981)。

今回研究の対象とした渦被毛藻は，沖縄県南浜にお

いて，紅藻カイメンソウの藻体表面より単離したもの

で，体は単細胞性，楕円形で，背)J夏に平たL、。細胞内には

多数の棒状の葉緑体が放射状に配列し，それぞれのそ

の基部にはピレノイド.を含んでいる。核は大きく，上錐

内に位憧する。分裂は，遊泳細胞が基物に接して静止し

た後に始まる。静止細胞i1周凶に寒天質を分泌し，二分

裂を繰り返して2-8細胞からなる群体となる。この

群体は寒天質に包まれているが，その粘着力は弱L、。

わずかに力を加えるなどの刺激により群体を崩壊させ

遊走細胞を放出させることが出来る。しかし，これら

の遊走細胞は分裂の為に再び静止する。本藻はこの過

程を繰り返す習性がある。本藻は細胞外被に鎧板をも

たない，いわゆる無殻渦鞭毛藻である。一般にこの藻

群の分類は細胞外形，特に様の存在様式に基づいて行

われている。本藻の僕11専は体のほぼ中央でらせん状に

ZSき，その両端はIJ室面で全長の1/5-1/4の向隔で開く。

また縦溝は上錐に侵入し細胞頂端で apicalgrooveと

呼ぶ(高山 1981)構造を形成する。以上の特徴から本

穫はギムノジニウム科のギロジニウム属に所属する

taxonであると考えられる。(筑波大・生物)

(21) 堀輝三:多核護状緑藻群の細胞分裂・鞭毛装

置微細構造と系統学的考察

緑色植物の生産する生殖細胞及び緑色鞭毛義の鞭毛

基部装置構造には，基本的に異なる二つのタイプが存

在する。一つは羊歯類・辞苔類・輸通事類及び緑藻類

の一部 (Coleochaete，Klebsormidiumなど)の生殖

細胞にみられる MLS-spline構造と， 他は多くの緑

藻類でみられる 4本の微小管性鞭毛恨系 (FR) とで

ある。この特徴は，細胞分裂儀式の違いとも平行性を

示すことから，緑色植物における二つの大きな進化系

列を示すものと考えられている。このような現状にあ

って，従来研究が進められていなかったために，考察の

対象から除外されていた多核獲状緑藻について演者は

調査を進めている。現在までに得られた成果を要約す

ると， (1)核分裂はいずれも分裂中核包膜が保持される

閉鎖型分裂を行う， (2)細胞質の分裂にはフラグモプラ

スト，フアイコプラストではない様式を採用する， (3) 

鞭毛装置は4FR性である。(1)， (3)の特徴により，多

核裂状緑藻群は多くの緑藻と同じ進化系列に入ると結

論される。しかし，この群の生殖細胞にあっては，鞭

毛袋鐙のその他の構造要素(例えば，鞭毛基部結合繊

維〉にL、くつかの重要な変異がみられる。この事は，
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多核褒状緑藻群内にさらに"、くつかの系統があること

を示唆すると考えられる。(筑波大・生物)

"“111111“1111111111111111111111111・"・・111111111111111111・1111111111111111111111111111111“"“1111111111111111111・1111“111111111

(22) 0渡辺途子*・渡辺 信料・渡辺健之*:霞ヶ浦

産藍藻 Microcystisの種組成と cellsizeの季節

的変動

監藻 Microcystisは各地の富栄養化の進んだ湖沼

に大量に発生して「水の華」を形成し，水産業や湖沼

の環境保全上の問題ーをひき起している。その命IJ御と対

策のために種々の調査が為されているが，その多くは

Microcystisの分類学的解析が不十分のままに行われ

ているため，種レベノレでの動態を把握するに至らない。

演者らが各地の湖沼で Microcystisによる水の華を観

察した限りでは，多くの場合復数の穫が混在しており，

霞ヶ浦では少くとも M.aeruginosa f. aeruginosa， 

M. aeruginosa f. flos-aqllae， M. viridis， M.ωesen. 

bergiiの3種1品種が認められている。本講演では箆

ケ浦で確認された各々の Microcystisの形態均特徴

と季節均消長，そして分類形質として重要な cellsize 

の季節治変異，さらに cellsizeの変異に及ぼす蹴度

と照度の影響を知るために行った培養実験の結果につ

いて報告する。(*国立科博・植物，料国立公害研)

(23) 中野武登:石垣島(沖縄)産モジゴケ科地衣類

の共生藻類について

国着地衣類モジコーヶ科 (Graphidaceae) を構成す

る種のほとんどは，共生穣類として緑藻のスミレモ属

(Trentepohlia) を持つことが知られている (SMITH 

1921) ， しかし， 各種について共生藻類を洋しく調べ

た報告は少い。演者は，日本植物学会第4611i1大会で，

日本産モジゴケ科5種の共生藻績が Trentepohlia

lageniferaであることを報告したが，今1"1は，石垣島

(沖縄)から得たモジゴケ科地衣鎖， 11種の共生藻類

について報告する。

地衣類の標本は1977年12月下旬に採集し， BBM熔

地寒天平板上で共生藻類の分離・培養を行い，その形

態を観察した。分離に用いた地衣煩は以下の11種であ

る。 GraPhisaphanes， G. batanensis， G. dupaxana， 

G. subdura， G. sllbtroρica， G. tu仰，

infωortllげra，G. mendax， Phaeographis exaltata， Phaeo・
graphina quassiaecola， Sarcographa heteroclita.観

察に際しては.PRINTZ (1939)の記載を基に， free-

1ivingの Trentepohliaの培養形態と，地衣体から分

離・培養された共生藻類の形態を比較した。その結果，

上記11種のモジコ‘ケ科地衣類に共生する Trentepohlia

は，いずれも T.lagenife刊であることが明らかにな

った。(広島大・理・縞物)

(24) 野崎久義:緑藻ポルポ '1クス自の Pandorina

と Eudorinaの配偶子の接合について

P仰dori仰と Elldorinaは現在のところ有性生殖が

同型配偶か異型配偶かで区別されている。今同，両属

のP.morllm BORY， P. unicocca RAYBURN et STARR， 

E. elegans EHRENBERGの配偶子の接合に関して位相

手金顕微鏡を用いて詳細に観察したところ，新しい事実

が得られたので-それについて報告する。

Pandorinaのl山l種は基本的には同じ様式で接合した。

すなわち， gamete clumpingの中で配偶子の鞭毛基

部にある透明な突起から融合は開始した。この様な配

偶子の突組に関する報告は本属において今までになさ

れていないが，近縁の同型配偶の Volvulina，Astre-

ρhomeneで報告されている mating papiJ1a と同じ

ものと考えられる。

Eudorina elegansの雌Mf配偶子の接合に関しては，

演者が1980年の植物学会で報告したが，その後，新し

L 、事実が得られた。すなわち，M!性配偶子の鞭毛基部

に透明な紛|長い突起が観察された。この様な突起に関

しては，Eudorina sensu lato(Eudorina-Pleodorina) 

において報告がなされていなL、。演者が観察した E.

elegansの雌雌.配偶子が互いに前方側面より融合する

とし、う事実を踏まえると，この突起は近縁の同型配偶

の Pandorina，Volvulina， AstrePhomeneの mating

papi1la と相同のものという事が推測される。(慶応、

高)

(25) 半田信司・ O中野武萱・安藤久次:樹皮最寄生藻，

スミレモ科の数種について

広島市近郊の樹林の樹皮上に，オレンジ色のコロニ

ーを形成して着生している緑藻類， Trentepohliaceae 

(スミレモ科)の数種について，野外標本と培養標本の

形態を観察し，比較検討を行った。

野外標本は，主として常緑広葉樹の樹皮上から採集

され. ':Jミの状態で・検鏡を行った。藻r~の分離・培養は，

BBM培地寒天平板上で行った。種の同定は PRINTZ

(1939)の記載を基にした。

野外標本中から Trentepohliaaurea， T. bogori-

ensis， T. lageniferaおよび Physolinummoniliaの

4種を確認した。 T.bogoliensisと P.moniliaは，T. 

lageniferaのコロニー中に混生していた。 T.lageni-

fera のみで形成されていると思われるコロニーの野



外僚本から分離・培養された藻株に，生殖総の形態は

同じであるが，寒天平仮上でのコロニーの形態，糸状

体の分校の様子，細胞の長さ等の点で異る 2形態の藻

株を見い出した。それらは TypeA:糸状体が密に

分校し，小塊状のコロニーを形成する。細胞の長さ

7-15(ー20)μm;Type B:;糸状体が長く伸び，分校が

*11で，周辺に拡がるコロニーを形成する。細胞の長さ

(10ー)13-31μmの2形態である。

P. moniliaの第養によって，不動胞子の形成の他に，

i型動性のある遊走子(1)が観察された。

〈広島大..lll!・他物)

(26) 0長島秀行・福田育二郎:温泉藻イデユコゴメ

および近縁藻の炭水化物成分

阪性温泉に生育する単j細胞藻イデユココメ Cyani 

dium caldariumおよび， それとよく頴似しているが，

細胞の大きさ，内生l包子数などが異る Chroococcidi-

()tsis sp.の低分子炭水化物とデンプン様物質について

比較した。培養は光照射2000ルクス， 35'C，pH3の基

本培地を振鍾，または通気しておこなった。低分子炭

水化物画分ば，藻体より80%熱エタノーノレにより抽出

し，濃縮後ヘキサンで脂質を除き，さらにイオン交換

樹脂を通して得た。分析は主としてガスクロマトグラ

フィーによった。デンプン様物質はアルコール不溶画

分をフレンチプレス処理後熱水拍出し，遠心した上清

にメタノーノレを加えて沈でんさせ，そのヨード反応に

よる吸収スベクトルの測定により分析した。

それに歓るとイデユコゴメは日光湯元祖炭産RK-l

株，ナポリ(イタリア)産001株ともフロリドシドの

ほかに少量のイソフロリドシドを含むが，Chroococci-

diotsis sp.は登別l昆)員法 M-8株，ナポリ産0021"-1;と

も，培養条件を変えてもフロリドシドは常に含むが，

イソフロリドシドは含まなかった。また RK-l株と

M-8株のデンプン様物質のヨード反応による吸収ス

ベクトノレから，アミロベクチン型のテンプンのほかに，

より短波長のピークを示す物質が存在することが推定

された。(東~~理大・理・生物)

(27) 0渡辺恒雄*・久保山暢子**・近藤矩朗*・渡辺

信*.ラフィド藻シヤ '1 トネラと緑藻ヒラアオノリ

のプロテアーゼの精製と性質

ii類にプロテアーゼインヒビターが広く分布してい

ることを既に渡辺 (1980，1981) が報告した。今II~演

者らは藻類のプロテアーゼの分布と種類について検討

し人工培地を用いて，無菌的に鳩殖させたラフィド
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議，シャットネラ Chattonellaantiquaにプロテアー

セ‘が存在し，そのプロテアーゼがセリン・チオールプ

ロテアーゼインヒピター Leupeptin (1μM)で阻害

されることを見い出した。伊豆半島下回の鍋田湾で採

集した緑藻ヒラアオノリ Enteromorphacomtressaに

数種のプロテアーゼが存在することを見い出しその

性質を検討したがi果を報告する。西孝素活性は，合成ト

リペプチド 5-2251，5-2302， 5-2444とaーカゼイン

を用いて pH7.0-8.0で測定した。 C.antiquaから

のプロテアーゼの抽出，精製法ーは次の方法に従った。

C. antiqua， 1 x 10' cellsjml x 10 ml人工海水を5分

間遠心分離した沈殿に 50mM  Tris-HCl buffer， pH 

7.2(含150mM NaCl， lmM EGT A， O. 1 mM  DTT， 

20% glycerin)，5 ml加えてポリトロンホモゲナイザー

で15秒間21"1抽出した。 10，∞Oxg30分間遠心した

|二清に30%飽和になるよう硫安を加えた後，遠心した

I~.清に 70% 飽和統安分画を行L、遠心後沈殿を 50mM

Tris-HCl buffer， pH 7.2， 1 mlで溶解した。 30-70

9百硫安両分をウルトロゲル AcA34を用いたゲルi戸過

を行い部分精製を行った。さらに DEAEーセファセル

のイオン交換やブロテアーゼインヒビターをリガンド

としたアフィニティークロマトで精製を試みた。

(*国立公害研，料東邦大・理・化)

(28) 0酉還一俊・大内正人・高橋研:緑藻オオハ

ネモのゲJJ..タミンシンテターゼ (GS)とゲJJ..タメ

ートシンターゼ (GOGAT)の研究

われわれは，海底緑藻オオハネモ (Bryopsismaxi-

ma)のN同化初期に関係する諸酵素の検出およびそ

れらの部分精製標品についての醇素的性質を研究して

きた。今1"1は.G5/GOGAT系隣素につき，従来から

研究試料としていたオオハネモを用いてその検出法の

検討と二・三の性質を調べた。すなわち， クロレラや

イワゾタの場合には，酵素的に生成されたグルタミン

やグルタミン駿を電気泳動で、分間I~ してから比色定量し

ているが，筆者らはもっと簡便な TLCにより分離展

開し，ニンヒドリンもしくはフルオレヅサミンで発色

したスポットを，スキャンナーで定量したり，または

酵素反応液中に生成されているアミノ般を，アミノ駿

自動分析で定量:することにより，良い結果を得た。こ

れらの結果と，先きに GDHにつき得られた知見など

に基いて. G5jGOGAT系鮮素と GDHとの生理均

;曹、義を考察した。(日大農獣医・水産〉

(29) 0岡崎恵視ホ・中館明子*・須藤 真**・小峰桃

子村本:単細胞石灰藻 Cricosphaeraroscoffensis 
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var. haptonemofera (ハプト藻〉の石灰化過程と

Ca-結合物質について

円石藻の石灰化機構を解明する目的で，その石灰化

(ココリス形成)過程を電子顕微鏡で観察し， 同時に

石灰化機構と密綾な関連をもっと考えられる Ca-結合

物質について検討した。その結果，次の知見を得た。

(1)石灰化した殻(ココリス)は細胞内の小胞中で形成

され，その後細胞外へ放出される。 (2)石灰化に関与す

ると思われるココリソゾーム (Coccolithosom巴〉が観

察される。 (3)石灰化しない殻(スケール〕も細胞内で

形成される。 (4)10%EDTAに可溶な Ca-結合物質が

存在する。 (5)その Ca結合能は反応液中にCa+2の100

倍量の Na'，Mg叫が存在しても影響を受けないが，

Sr+2や La刊により著しく阻害される。 (6)DEAEーセ

ノレロース(陰イオ γ交換体)に吸着し， ウロン椴多糖

と思われる。以上の形態的知見は他の円石藻で観察さ

ている結果を支持するものであるが， Ca-結合物質に

ついては， DE ]ONGら(1976)が Emilianiahuxleyi 

から単離したココリス中で発見した含カラタチュロン

酸多糖と同じものか否かについては不明である。

(*東学大・生物**神奈川県立白山高，料*千葉県

立松戸東高)

(30) 0畑野智司h 原慶明紳・高橋正征*.赤潮構

成鞭毛藻 Heterosigmaakashiwo (ラフイド藻)

の鉛直移動

Heterosigma akashiwoの鉛直移動に及ぼす明暗光

条件および栄養条件の影響をj者養実験により検討した。

H. akashiwoは明暗周期に同調した鉛直移動を示し，

明期Jこは表層に，暗期には底層に集積した。連続明，

連続暗条件下では鉛直移動が停止し，細胞は全j凶に均

一分布した。また 6L:6Dの明暗周期に移すと数日

で新しい周期に同調した。一方チッ素， リン源を制限

した培養液中に移植すると数日後に明暗周期に関係な

く鉛直移動を停止し細胞が底層に集積した。この際の

細泡:1培養が悪化したときにみられる球形不動の状態

とはならず，二腕毛を有し運動性を示したままである。

ところが光合成活性 (DCMU光合成能より判定)は，

鉛直移動停止前から低下しはじめ，鉛直移動が停止し

た時点でt主コントローノレの50%程度まで低下した。さ

らに細胞が底に集積した状態の試料に制限栄養極を添

加すると鉛直移動が再開した。鉛直移動再開に要する

時聞は栄養塩欠乏期間が長いほど長くなり，両者の聞

には強い指数関係が認められた。さらに H.akashi仰

の鉛直移動が単純な走光性，走化性によるものではな

いことも実験から明らかになった。

(*筑波大・環境科学，料筑波大・生物)

(31) 秋山優:大形藻類の decompositionと植物l

プランクトンによ~その利用

水界内では生物の successionにともなって，生物

相の変換時に生体有機物質の decompositionとその

中間あるいは最終産物の利用がたえずくりかえされて

いる。このことと関連して，いくつかの大形藻類につ

いて，その分解と植物プランクトンによる利用につい

て実験的に検討した。

1. 生体物質のモデルとしてのポリベプトンを，自

然の湖水中に投与した場合(静置，空気面を開放系)，

分解による椴素の消費は処理後 1~2 日後が最大で，

その後徐々に (6~14日)その溶存最が復帰してし、く。

2. 植物プラ γクトンによるクロロフィル生産は，

j容存機素の l二昇とパラレノレに6~14日後にかけて著し

く哨加(logphase) し，その後 16~18日後には侭常

期になる。

3. 大形藻類のパウダーを投与した場合も，溶存般

素， クロロフイノレ量の動態はポリベプトンの場合とほ

ぼ向燥であるが，種によってその速度が異なっている。

4. CHNコーダーによる分析値をみると， 藻体乾

燥物中の炭素，水素，窒素の含量は種により変異があ

り，少ないもの(石灰藻〕では20%，多いもの(アオ

サナ)では40%程度であり， パウダー 1ppm当りの

BOD5 値は種によって異なりほぼ 0.1~0. 5 ppm程度• である。

5. 藻穎パウダー500ppmの投与による植物プラ γ

クトンによるクロロフィル変換率は，投与する藻類の

種によってー異なるが，ほぼ 74~230μg/e/8days 程度

であり，この値は CHNコーダーによる分析値および，

生分解による NH.-Nの量にほぼパラレルな関係が認

められる。(島似大・教育・生物〕

(32) 0能釜谷正浩・足助光久:禍藻ツルアラメの発

生におよlます温度の影響

ツノレアラメ Eckloniastoloniferaは青森県の日本海

沿岸ではサザエ，アワビ，ウニ等の餌料として重要な

種と考えられ，演者らは本種の増殖について検討中で

ある。そこで発生におよぼす温度の影響を室内培養に

よって観察したので報告する。すなわち，遊走子から

の発芽体は10.Cから25.Cの聞で生存でき， 30'Cでは

発芽後2日以内に枯死した。配偶体の生長は20・'C， 25 

℃で速く， !宮養5日日には雌雄の両配偶体の区別がつ



くようになった。成熟は20'Cで最も早く，培養9日11

に， 15'Cと25'Cでは培養11I'1r3，10・Cでは14日1，1に

それぞれ精子の放出や卵の形成が観察された。また，

20'Cの暗黒条件下で培養した発芽体は 1か)j聞の熔

養にも枯死することなく生存していた。造胞休の生長

は20・Cで最も速く進んだ。造胞体は8細胞前後までは

単列細胞の形態を示し，その後に長軸に平行な分裂が

行われる。 90細胞前後から仮恨の発出が見られる。ま

た，体の基部から細胞が多層になるのが観察された。温

度による形態の変異ば 25"Cで若干見られた以外は著

しい差異はなかった。 20'Cでの幼芽胞体の葉長 (L)

と葉幅(W)の関係は問帰直線 L==2.53W -5.13，相関

係数0.969となり，明らかな相関を示した。

(青森県水産婚姻センター)

(33) 大野正夫:四国・丸州|周辺海域の流れ藻につい

て

ブリの稚魚などは，流れ藻に付着して川遊している

ので，流れ藻の組成・分布や出現期などを明らかにす

ることは，水産資源培養の面からも重要な課題である。

流れ謀はホンダワラ類を主体とした組成であるが，海

域によって異なるようである。

四国・九州南岸海域の流れ誌の出現主~:は， 4 Hド11]

~7 月上旬に多く， 8 J1から少なくなり，lOJ]-2)j

までは，きわめて少なくなっていた。種類組成は，ア

カモク，ヤツマタモク，イソモク，ヨレモクの順位で

多く.この4種が流れ藻の主要構成種になっていた。

しかし夏から秋にか冷てオオパモク，冬にトゲモク

が良くみられるようになった。流れ藻構成種額数は，

沿岸に多く，沖合にゆくにつれ，単一種からなる流れ

藻が多くなっていった。流れ誌の多くは，根が付いて

おり，生殖総床を持っていた。

広い海域に散在する流れ藻の分布や浮遊量を知るの

には，航空観察が有効である。航空観察で約 1m'以卜.

の流れ藻群は識別できる。 3年間の資料均、ら{I三度・季

節により流れ藻の分布場所や浮遊量が異なることが指

定された。(高知大学海洋生物センター〕

(34) 小河久朗:褐藻ホンダワラ類の初期発生におよ

{ます下水処理水の影響

下水処理水に含まれている窒素化合物，残惜塩素お

よび浸透圧， pH等がホンダワラ類幼脈の生育に及iま

す影響を検討した。

イソモク:下水処理水ではアンモニア態NでlOppm

以上，アンモニア単独では 25ppm区から発生に影響
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がみられたが，硝殿風，亜硝殿塩， !戻索では100ppm 

l乏でも発生に影響はみられなかった。残留塩素は 5

ppm区以上で発生に影響が現われた。浸透庄は1.400

~600 mOsm/kgの範聞で影響は無く， pHは5-10

の聞で影響はみられなかった。

アカモク:ド水処理水ではアンモニア態Nで 10ppm， 

アンモニア単独でもlOppm区から発生に影響がみら

れた。硝両費塩，亜硝酸極， JIJ(素では100ppm区でも発

生に影響はみられなかった。残留塩素は 1ppm区以

tで影響が現われた。浸透庄は 1，200-600 mOsm/kg 

の範凶では影響は無く， pH は 5~1Oの範囲では発生

に影響はみられなかった。

ホンダワラ類幼脹の発生に影響をおよぼすのは下水

処理水中のアンモニア態N，残留塩素が主なものであ

り，またホンダワラ類でも種によってこれら成分に感

受性の差異のあることがわかった。(東北大・農)

(35) 0横浜康継*・坂西芳彦料・有賀祐勝料:検容

計によQ大型海藻試料の光合成測定

海議の光合成の測定は検容計の一種であるプロダク

トメーターによって簡単に行なうことができるが，使

111できる試料の最大限度は葉面にしてせいぜい 3-4

cm'であった。ところがこの装置は反応容器および対

照容烈と他の毛細管部との聞を任意の長さの柔軟なた

とえばコム製の毛細管でつなぐようにした場合，反応、

谷器および対照容掠として任意の型と容積を持った器

を使川することができるようになる。そこで恒温水槽

を大型化すると同時に，在来の容積20-40mlの容器

の代わりに谷積約 200mlの容器を用いてみた。この

容器tの中に養殖盛期ののりひびから切り取った 5cm

の糸上のスサビノリ個体群 (355mg乾重〉を 100ml

のP過海水と共に入れて， 40 klux光下で測定を開始

Lたところ，問主素発生量の 1分毎に読み取りを15回ほ

とくり返すことによって酸素発生連度 (7.9ml/時〉

を知ることができた。またアラメやカジメの面積20-

30cm'の幼休の光合成速度もこの方式で容易に測定で

きることが分かった。なお今lりl紹介する装置は，従来

のプロダクトメーターの主要部をプラスチックあるい

はコムに置き換えると同時に活栓を廃して，操作を一

同簡便化したものである。

(*筑波大・ F悶センター**東水大・植物)

(36) 0長船哲斎*・江原友子*・角田修次*・大黒勇*

・長谷栄ニ判:ユーゲレナの葉緑体形成の初期暗過

程一一電顕によるプロプラスチドの観察



94 

Euglena gracilis var. bacillarisを有機培地，暗所

で第養すると細胞分裂を伴って葉緑体が退化し白色細

胞となる。この際，静置培養を行うと細胞質内に著し

く脂質の蓄積がおこる。一方，振渥培養ではその蓄積

は見られない。脂質蓄積細胞を有機炭素源を含まない

無機培地に移し通気すると暗所で種々の葉緑体形成の

準備段階の反応が進行し，プロプラスチド内外に構造

変化が起ることを報告した(植物学会 1981年〉。今1i:J1

は主として，この光に依存しない楕過程を中心とした

連続切片法ー電顕による微細構造の変化を観察した。

結果を要約すると次の通りである。 (1)無機培地に移す

以前の細胞にみられるプロプラスチドには殆んど膜構

造等がない。 (2)暗所で無機培地に移し72時間経過する

とプロプラスチド内に数個のプロラメラボディが形成

され，輪状膜構造，チラコイドがみられる。また輪状

膜構造はプロラメラボディ， ミトコンドリアと相互に

媛着した像が多く観察された。

(*東医大・微生，料帝京大・医・化)

(37) 0野沢美智子・小林弘:微細構造に基づく

Aulacoseira longispinaの特徴的な形質について

演者らは，昨年西ドイツにおいて保管されている

HUSTEDTのコレクションを観察する機会を得，この

中に含まれているAulacoseiralongistinaおよびvar.

tenuisの typeslideを光顕観察することができた。

この種頬は HUSTEDT(1942)により本邦中神寺湖お

よび湯の湖を typelocalityとして原記載が行なわれ

たものであるが，この2カ所を除いては海外からもそ

の出現は報告されていない。

そこで，この2湖において1930年以降に各各41昼lず

つ採集された試料中に見い出される var. longistina 

および var.tenuisと同定しうる個体群について，電

顕を用いてその微細構造を観察した。その結果，どち

らの個体も殻の内側に，長い管状部分をもっ特殊な唇

状突包(1abiateprocess)を復数 (3-10個)備えて

いることがわかった。このような特徴は，他の Aula-

coseiraケイソウには見られなかったものである。

当属への大規模な移しかえを行なった SIMONSEN

(1979)は，この属がl個もしくはまれに2個の唇状

突起をもっという形質に基いて，やはり 1ー2個の唇

状突起をもっ Thalassiosira との類似を考え Au-

lacoseiraを Thalassiosira科に移している。したが

って， 本邦産 A.longistinaに見られる唇状突起の

増加が系統を考える上でどのような意味をもつかは，

極めて興味深い問題である。(東学大・生物)

(38) 0安藤一男h小林弘**:Type materialsに

基づ〈ケイソウ類 Surirellaovalisと S.ovata 

ならびに近縁種の分類学的検討

s. ovalis と S.ovataは類似した分類詳であるた
め，分類上の取り扱い方には2通りの見解がある。 1

つは LANGE-BERTALOT(1979)のように1，14者は同一

分類群，すなわち S.ovataを S.angusta ととも

に S.ovalisの synonymとするものである。他は，

殻形や肋線の長さの違いによって1ilij者は識別できると

する HUSTEDT(1930)らの見解である。一方， S. 

ρinnataを VANLANDINGHAM(1978)らは S.ovalis 

の変種としているが， HUSTEDT(1930)らは S.ovata 

の変種としている。このような見解の相違が見られる

点を解明するために，演者らは大英博物館i乙保存され

ている上記の種類の typematerialsを観察，写真録

影し，次いで，これらの原標本写真に基づいて同定さ

れた個体について電顕観察を試みた。そのがi果，次の

結論を得た。① S.ovalisと S.ovataは綾形は矧似

するが殻の微細構造はまったく相違するものであり，

別の分類群とするのがよいと恩われる。②ρinnataの

小名をもっ分類群の殻微細憐造ほ S.ovataと同一で，

殻形以外には特別な相違は認められない。従って，

S. ovataの変種とするのがよいと思われる。 ③ S. 

angustaの殻微細構造は S.ovalisとは相違するが，

S.ovataとは共通する点が多L、。 LANGE-BERTALOT

のように，この種を S.ovalisの synonymとするの

は妥当ではないと恩われる。

(*埼玉県立些|締高，紳東学大・生物〉

(39) 0寺尾公子*・福島 博市・須見敏英紳:羽状ケ

イ藻 Naviculafrugalisの分類学的検討

埼玉県川越市，入間川初雄橋でえた資料を用いて観

察を行った。ケイ殻は菱状だ円形で先端はやや尖円状，

ケイ殻長は， 7.5-11μm，モード10μmである。隔は

4-5μm，モード4μmで，従来の記録7-8 X3.5-

4μmより少し大形の個体がある。背線はケイ殻の中

央にあり変1111する， HUSTEDT (1957)の原図では笥

1111していることが考えられないが， GERMAIN (1981) 

は湾曲した写真を示している。原図の軸域は大変狭い

線状があるが，今同の観察した個体は狭い線状披針形

で，少し待l出してし、る。横条線は放射状で中央部は粗l

であり， 10μm聞に16-27本モードは22本である。従

来の記録の約20(HUSTEDT 1957)， 20-24(GERMAIN 

1981)よりかなり大きい rangeになっている。 日本



の個体は外国の記録より倹条線のかなり密なものか

ら，将1なものまで種々の段階のものがある。償条線を

観察すると， その密度より taxonを区別したくなる

程大きな差があるが，連続した値であるため現在の所

一つの種と考えるべきとおもわれる。

(*東女体大，帥埼玉公害センター)

(40) 0福島 博*・小林艶子料・寺尾公子キ・志村直

美*.羽状ケイ藻 Nitzschiasinuata var. delo・

gneiについて

LANGE-BERTALOT (1980)は Nitz.denticula var. 

delogneiと命名された GRUNOWの type slide を調

査し.Nitz. denticulaより Nitz.sinuataに移しか

えるべきとした。さらに.Nitz. heideni・iのMEISTER

の type material， Nitz. intersutta (REICH.) 

HUSTEDTの Hustedtcollectionを調査した所， こ

れらは， すべて形態が連続するので. Ni・tz.sinuata 

var. delogneiの synonymsとした。

演者らは志賀高原木戸池産の資料を調査した所，多

数の Nitzschiaheidenii に混じって，少数のNitz.den-

ticula var. delogneiがみられた。 1，I，j者の大きさは不

連続である。同様のことは小林(1960)の荒川の調資

結果からもいえる。

LANGE-BERTALOTは typeslide などを調査はし

たが， 異なる taxonを同ーのものと考え違いをした

らしいことを，演者らのデータなどによって説明する。

(*東氏体大，料横浜市大)

(41) 0造力武彦本・小林弘料:羽状類ケイソウ

Cymbella lanceolataと C.asperaの比較につ

いて

羽状煩ケイソウの Cymbellalanceolata (AG.) AG. 

と C.astera (EHR.) H. PERAG. はよく似たケイソ

ウである。その主な区別点は striaeの構造と raphe

の形態で演者達の観察の結果は次の通りである。

(1) Striaeの構造。 C.lanceolataで striaeは縦

の線あるいは深い切れこみで球形または楕円状の宗

(?)に分げられたように. C. asteraでは点よりな

り各点は離れているように観察された。

(2) Rapheの形態。 Rapheの形態で観察の困難な

のは distalendsである。 C.lanceolataでは末端近

くで逆転せず背側に曲がる角度は一定しないようであ

り PATRICKand REIMER(l975)の指摘する末端近

くのふくらみは明白に観察されない。 C.asρe刊では

末端近くで逆転し背側に向って短枝を出した後背償ijに
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曲がる。その角度は一定しなL、。

演者達はこれらの点を明白にするとともに殻形，殻

の大きさ，条線の数と配列，中心域の状態等について

光顕と電顕による観察結果から比較して更に VAN

HEURCK (1880)， HUSTEDT (1930)， SCHMIDT (1931)， 

PATRICK and REIMER (1975)， BOURRELLY (1981) 

等の記載と比較する。

(*大阪成践女短大**東学大・生物)

(42) 0長船哲斎ホ・猪俣吉広*・江原友子*・角田修

次キ・国元彰一九大黒勇本・長谷栄ニ料: ユーゲレ

ナの CellCycleにおけ=5ミトコンドリアの挙動:

熱処理白色細胞について

先にわれわれは同調培養したクラミドモナスとユー

グレナの細胞集団の示す細胞内構造の変化を超薄切片

法電顕で追究し Cellcyc1e中に特異的に巨大ミト

コンドリアが出現するステージがあることを見出した。

そして10:大ミトコンドリアの形成機構については一応

ミトコンドリア聞の融合によることが推定された。巨

大ミトコンドリアの出現時には細胞の呼吸能の一時的

低下がみられ再び上昇する。

今川はユーグレナ細胞が熱処理によって不可逆的に

白色化した細胞を使用し同様の実験を行った結果を報

告する。熱処理白色細胞を有機矯地中で明暗法によっ

て同調楕養し Cellcyc1eにおけるミトコンドリア

の形態を述統超棒切片法，フリースエッチング法によ

り観察した。その結果 Cellcyc1eを通しミトコン

ドリアは網H状構造であった，また細胞内では細胞膜

周囲を取り巻くように位I貸している。細胞中のミトコ

ンドリアの数は l個であることが芋IJった。このように

野生株とは著しい相異がみられ，巨大ミトコンドリア

の形成に葉緑体が関与している可能性も示唆される。

(*東医大・微生物・料帝京大・医・化〉

(43) 0奥田弘枝:禍藻マコンブの粘液腔道および分

泌細胞の電顕的観察

マコンフの表層部から皮層部にかけて粘液腔道，お

よび皮層部には分泌細胞が存在し粘質の分泌，貯蔵，

排出に関わっている。これらの組織器官について，そ

の微細構造を報告する。

試料は神戸市垂水区舞子の浜で養殖したマコンブ

(Laminaria jatonica) の葉状部(葉体長1.5-195 

cm)を用い， グノレタールアルデヒドとオスミウム酸の

二重岡定を行い，エポン包坦!後，光顕用と電顕用標本

切片を作製して観察に供した。その結果次のような知
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見を得た。 カワカニノテ，ヘリトリカニノテの5属5種について，

1. 最外層の細胞壁の表面には，粕液腔道から分泌 水温 (10，15， 20 'C)と照度 (500，1，000 lux)を組

された粘質物が何層にもわたって積重なっている。 み合わせて6通りの条件で約2カ月間培養して生長を

2. 網目状に発達した粘液腔道には，電子密度中程 調べた。実験に際しては5)1と 9月に採集した藻体を

度の無定形な粘質物が観察される。また，トルイジン 用いたが，いずれの種も15'Cと20'Cで生長がよく， 10 

青染色によって，粘質物の充満度の違いが1!lj別出来る。 'Cでは余り伸長しなかった。又， 10'Cと15'Cでは夏の

3. 粘液腔道に隣擁する分泌細胞は?ロロプラス 義体の方がよく生長したが， 20'Cではウスカワカニノ

トが返化し，ゴルジ一体が発達して，粘質物を分泌す テのみが秋の藻体で生長がよく，他の種では季節によ

る細胞としての機能的分化が見られる。 る相違はなかった。照度の影響はこの場合でぬ余り見

〈広島女学院大学) られなかった。 H平均の生長量の最高と最低はいずれ

もウスカワカエノテで5.29mm (15・C，1，∞Olux)と

(44) 赤塚伊三武:紅藻オパクザ属の1種 Pteroc- 0.73 mm (10・'C， 5001ux)であった。種の分布と水温

ladia lucidaの実体ならびに所属について による生長の状態をみると，イソキリ，エゾシコロ，

P. lucidaには4品種が記録されている (MOORE ヤハズシコロは寒流域又はその影響をうける海域に生

1945)。その内の鍵robust"の形態は他の2品種(伐 育しているが，水温が異っても生長率に余り著しい変

りの 1品種は未倹)と箸しく異なる。前者の表皮細胞 化はなかった。ところが暖海に分布するウスカワカニ

は表面観では4個1群となり，縦断面観では体表に黍 ノテとへリトリカニノテはlO'Cで生長が抑制された。

直にかなり伸長する点でオニクサに近い。 ところが (*北大・水産， ** ~t教大陶・館分校・生物，帥*クラー

“littoralis"と“indeterminate"品種では，表面にて ク大・生物)

体軸に平行な卵形の，縦断面観では鳴を有する表皮細

胞が観察された。これらの形質は赤塚(1970)によれ

ばオパクサ属 Pterocladiaの識別形質である。

J. AGARDH (1852)は TURNER(1819) の FuclIs

lucidus R. BR.に基づいてオパタサ属を設立した。

後者の図と“robust"の標本とは外形上よく一致する

が，他の2品種はそうでない。したがって前記検鏡形質

と合せて，P. lucidaの実体は“robust"に限定され

るべきである。検鏡形質の他に，中肋が明らかである

こと，四分胞子托が短い心臓形であること，獲果の果

孔が多数でありかつ決して突出しないで通常陥没する

ことは，新らしく本属の識別形質となる。従来のオパ

クサ属の識別形質として赤塚(前記〉が発表した，特

別な形と配列を示す表皮細胞を有する品種個体群は，

本属から除籍されねばならない。既述の2品種に加え

て本邦産オパクサ P.tenuis，チャボオパクサ P.nana， 

米国東岸産 P.bartlettiiおよび普遍種である P.cati. 

llaceaを受け容れるための新属名が必要となる。

(日本私学教育研究所)

(45) 0馬場将輔ホ・正置富太郎*・秋岡英承料.H.W.

ジヨハンセン料事:日本産宥節ザンゴモ5種の生長

有節サγゴモの生長は枝の先端が伸長する頂端生長

を行う。しかし，生長を左右する環境要因については

数種のもので報告があるが，余りよく判っていない。

著者らはイソキリ，エゾシコロ，ヤハズシコロ，ウス

(46) 0熊野 茂市・大崎万治判:釧路湿原産紅藻力

ワモヅク属コントルタ節の1新種

造果然をつける枝がコイル状に巻くコントルタ節は

ブラジル産のB.針。cartumSKUJA 1931に基づいて

設立され，これまでは熱帯産の節と考えられてきた。

北海道釧路梶原から採集されたカワモヅク属の 1種を

コントルタ節の新種として報告する。今1t!1の新種を含

むコントルタ節の検索表を次に示す。

Key to the taxa 01 the section Contorta 

1. Carpogonium bearing branch curved， consis-

ting of 2-4 cells. 

2. Gonimoblast 220-300μm in diameter. 

. ..B. tortuosum KUMANO 

var. majus KUMANO 

2. Gonimoblast 50-60μm in diameter. 

….B. tortuosum KUMANO 

1. Carpogonium bearing brauch twisted， consis-

ting of 3-8 cells. 

3. Gonimoblast 600-850μm wide. 

….B. catensis STARMACH 

3. Gonimoblast 80-190μm wide 

……B. kushirense， sp. nov. 
1. Carpogonium bearing branch ~coiled ， consis-

ting of 6-13 cells. 

4. Gonimoblast up to 300μm wide. 



.....B.ρrocarρum SKUJA 

4. Gonimoblast smaller than 220 fIm wide. 

5. Monosporangia present. 

…….B. intortum JAO 

5. Monosporangia absent. 

6. Carposporangia 16-19μm long. 

・・・….B.iriomotense KUMANO 

6. Carposporangia 8-15μm long. 

7. Primary branchlet well-branched， its 

cells fusiform or ovoida1. 

…B. hirosei RATNA. et KUMANO 

7. Primary branchlet sparsely branched， 

i ts cells cylindrical. 

..B. tiomanese KUMANO et RATNA. 

(*神戸大・耳rr・生，料北大・環・個分)

(47) 0藤田大介・正置富太郎:紅藻ヱゾイシゴロモ

(無節サンゴモ)の付着生物排除機構

いくつかの海藻では，表層組織の一部が剥離脱務し

て付着生物を除去する機構が存在することが知られて

いる。

演者らは先にエゾイシゴロモ Lithothyllumyessoe-

nse FOSL.の生体及び各種対照基質(枯死体，お石，

ガラス)の表面にマコンブの遊走子を播種して静世情

養を行ないその初期発芽を比較して，エゾイシコ♂ロモ

生体表面ではマコンブの付着数が著しく減少し生育も

悪いことを明らかにした。その後パラフィン切片法及

び SEM観察によりさらに研究を進めたところ，エソ

イシゴロモではー~数細胞の厚さをもった縛片状の表

層(epithallium-f1ake)が剥離しその表面に着生し

ているマコンブの配{肉体や芽胞体もそれとともに脱務

することが判明した。これはエゾイシゴロモが他の無

節サンゴモと同様に中層上端の細胞が分裂して介生長

を行なうことにより表層細胞を生ずるので藻体表耐が

剥離するためと考える。またエゾイシコロモは南北海

道日本海沿岸の海底でよく繁茂しているが，この燥な

機構のために海藻類の胞子が付着して生育するには不

安定な基質となっているので，これが当海域での著し

い磯焼現像の持続の一因となっていると推察できる。

(北大・水産〉

(48) 坂東忠司:緑藻ホシミドロ目 Pleurotaeni-

um rectumの細胞形態からみた近縁関係について

Pleurotae削iumrectumは1878年 DELPONTEによ

って記載された種で、あるが， 1904年 WESTand WEST 
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により P.trabecula NAG. の一変種として扱われた。

それ以降 KRIEGER(1937)をはじめ多くの研究者が

WEST父子の見解に従ってきた。一方， RUZICKA 

(1977)は，最大細胞幅が basalinf1ationの部分に

あること，その上部にくびれがないことを重要な区別

点として P.rectum DELP.を P.minutum(RALFS) 

DELP.に近縁の種として認めた。しかしその根拠と

なる資料はまだ充分とは言えない。

そこで演者は，主に広島県内で得られた P.minu-

tum， P. rectum， P. trabeculaのl古|定及び培養標本を

もとに，外部形態，光顕レベルで‘の葉緑体. SEMを

!甘いての細胞表面の様子を比較観察し，以下の知見を

得た。 1).培養の結果，P. rectumのbasalinf1ation 

は不明瞭になることがあり • P. minutumのその部分

の僚子に酷似してくる。 2).P. minutum， P. rectum 

の葉緑体は中軸をもち，縦走する不規則な稜を備える。

pyrenoidsは軸上に一列に並ぶ。これらの特徴は，P. 

trabeculaを含めて，本属の他績には見られない。 3).

SEM 観察によると • P. mi削 tum，P. rectumの細胞

表面にある粘液(?)の様子は.P. trabeculaの場合と

は明らかに異なる。

以上の結果かゐ P.rectum DELP. は RUZICKA

の見解のとおり ~P. trabecula NAG. の変種とするよ

りもむしろ P.mi側 tum(RALFS) DELP.に近縁の分

煩群として扱うべきであると思われる。

(広島大・理・植物)

(49) 0市村輝宜・笠井文絵:緑藻 Closteriumehr-

enbergiiの交配群間における接合後隔離機構

栄養細胞の形質より Closteriumehrenbergii MEN-

EGHINIと同定される務煩の個体群の間では， 性的隔

離または生態的隔離などの媛合前隔離機構によって遺

伝子交流が完全に阻止またはかなり制限されている彼

数の異った集団群が認められるため，我々はこれらに

交配群A-Kの名称を与え，個々の交配群の進化生物

学的研究を行っている。第461"1植物学会大会において，

交配群の地理的生態的分布と桜合前隔離機構の関係に

ついて報告したので，今川は縫合後隔離機構について

報告したい。

性的隔離が完全である交配税関(例えば A，B， C， 

H とD，E， 1の問〕 では，自然においても実験室内

においても接合子形成は全く起らないため，性的隔離

が不完全であり実験室内の交配によって接合子形成が

起る交配群間，今阿は特に日本本土産の A，B， Cと

ネパール産のHの4交配群聞の交配によって得られた
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接合子の発芽と発芽個体の生存率および生存個体の交

配型の比について報告したい。群内交配の発芽個体の

生存率60~100~ちは， 多くの場合80%前後とかなり高

いのに対して，群間交配の発芽個体の生存率は 0~50

%.多くの場合10%以下と非常に低L、。よって，上記

の4交配群問では，雑種死滅または雑種弱勢などの縫

合後隔離機構が強く働いていることが縫認された。

(東大・応徽研〉

(50) 0大谷修司・中野武登・安藤久次:八甲田山，

八幡平産の縁藻 Netriumdigitus(ホシミドロ目)

の野外及び培養集団におけ:a;形態変異

Netrium digitusは，多くの変種を含む純淡水生緑

藻類である。本報告では，八甲田山及び八幡平より得

られた本種の野外集団と培養集団との外部形態につい

て比較検討した。

八甲田山:(1)細胞の長さと悩の測定結果から，野外，

熔養集団ともに TypeS (小型).Type L (大型〉の

2 typeが識別された。 (2)野外集団の個体を熔養する

と. [ifli typeともにやや形態が変化したが.c10ne内

での変異は僅かであった。 (3)Type S. Lの個体の大

部分は.var. digitusに同定された。 (4)細胞中央部に

くびれを有する個体の出現頻度は，野外集団の Type

Sで4弘 TypeLで0%.培養集団では. 0~8% 

と 8~28%であった。これらの個体は var. lamellosum 

に同定された。

八幡平:(1)野外，培養集団ともに，八甲岡山の場合

と同様に 2typeが観察され，指養による形態の変化

やc10ne内での変異についてもほぼ同様の傾向が見

られた。 (2)野外集団の TypeSでは.var. digitusと

var. lamellosumの中間的形態を示すものが比較的多

く観察された。一方， 野外集団の TypeL と培養集

団の TypeS. Lは， 大部分 var.digitusに同定さ

れた。 (3)細胞中央部にくびれを有する個体の出現頻度

は，野外集団の TypeSで23~弘 Type L で16~杉，持号

養集団では 2~89百と 0~12%であった。

なお，細胞中央部にくびれを有する個体の一部のも

のは，葉緑体の形態から明らかに分裂期のものであっ

た。(広島大，理，植物)

(51) 0並木岳志*・丸山 晃料・端山重男本・ケイ藻

Asterionellaの分類 その野生集団の構造一

淡水産 Asterionellaは.A. formosaの単一分類群

にまとめられているが，種集団の実体は明らかでない。

1981年初春，相撲・津久井両湖の12個所で表層採水し

た材料を用いて A.formosaの集団構成，密度など

を明らかにした。

両WJ全域に広がりをもっ A.formosaの同所的2

集団， 殻長 (μm)44. 7:t1. 8-46. 6:t1. 9 (A集団〉

と63.1土2.5ー71.1土2.1(B集団)，が見出された。

雨集団は，殻面と殻帯雨中央幅でも差異が認められた。

B集団の殻長は，上流から下流域に向けて，徐々に短

い側へのずれが見られた。 [i1ij集団の殻長と殻面中央幅

は，記載値の高頻度域にあり記載種に相当するが，条

線は疎らな変異域外にあった。

集団密度(個体類jml)は， 上流と F流域で.A集

団ではそれぞれおよそ200と1100，B集団では 100と

5，000で， ド流減でAに比べB集団は，高密度集団を

形成していた。 A.formosaは， 培養条件ドで，集団

の殻長分布域が，経時的に短い側へのずれが知られて

L 、るが，形態・量的に区別できるこれら 2集団は，サ

イクノレの異なる増殖集団であると推定される。 A.

formosaの隔離機構を含む種集団の構造は，季節的変

化，水源湖沼の集団機造，交雑，微細構造，生化学的

性質などを追うことにより確かめられよう。

(*東農大・教養，料東大・応徴研)

(52) 0前川行幸・喜田和四郎:アラメ・カジメの群

落構造と地域変化*

本研究は，自然状態におけるアラメ・カジメ群落の

分布構造や成立過程の実態を測定し，地域的・地形的

な立地条件との対応から.$(;落の成立要因の解明や解

析法の策定を行なうことを目的としたものである。こ

こでは，これまでの成果から，特に群落構造の地域変

化について報告する。

対象海域は，英虞湾口の御座および浜島，紀伊長島，

鳥羽答志島の各沿岸で，調査地点は対象域内で群務が

よく発達している場所に設定した。各地点では岸から

沖へ 100m.幅0.3mの待状トランセクト法により，

水深，地形，底質などの立地条件とともに，アラメ・

カジメの茎長組成，生育密度などを測定した。測定資

料については，各地点毎に地形から急斜面や転石地を

除外して，岩礁面を水深別に集約，整理し，それに対

応する茎長組成および茎長と年齢(生長輪)との関係

から年齢構造を調べ，比較した。

結果として，アラメ・カジメ群落の水深別の茎長組

成や生育密度はその対象域により相違が見られる。例

として，英虞湾口御座周辺では，アラメは外海側の水

深(低潮線下) 1 ~7mに群落が発達し，大型となる

が，内湾仮IJはそれが未発達で，茎長の伸長も遅い。カ



ジメは水深8-12 m~こ群議が発達し，大となるが，小

型のものは，外海側ではより深部まで，内湾側ではよ

り浅部まで分布する。また，紀伊長島沖合の大島のよ

うに，比較的深部まで小型アラメの群i客で占められる

地域も見られる。これらを年齢繕造の耐から見ても，

紀伊長島松崎地先や浜島地先のように，立地環境が鎖

似する近接した水域内では，出現する最高年齢や年齢

組成に共通性が見られるが，対象域によって，それら

の様相にかなりの変化が見られる。

今後さらに，地形的条件に対応する群落機造や成立

過程についても測定資料を集積し，天然群落の解析を

進める予定である。

(三重大・水産.*MRP 56-1-6-5) 

(53) 0谷口和也*・佐漉美智男判・小野剛紳: ア

ラメ群落の構造とその変動紳*

H的:アラメは大形の多年生海穫で分布減の漸深借

においては極樹林を形成する種とみられる。しかしア

ラメ群落の更新の実態は把鐘されていなL、。このため

アラメ群落の衰退や磯焼けに対して十分な対策をたて

られない現状にある。そこで演者らは群落の年齢構造，

分布様式，密度の経年的な変化を把鍾することによっ

てその実態を推定しようと試みた。

方法:福島県いわき市永崎沿岸のアラメ群落に約

5∞niの調査区を設け，縦横10m間隔に55標本区を定
めて lni方形枠で1980年と1981年の7Hにアラメを採

集した。年齢構造については枝長(葉状部下端の葉片

脱落部位から茎の二文した中心点まで〉と個体重量を

測定し，校長組成を年齢群に分離するとともに，校長

と重量の関係を求めて推定した。なお1981年8月に宮

城県牡鹿町泊浜で採集した個体についても検討し，宮

城県松島湾ではアラメに標識を施して校長の生長を観

察し，校長組成の解析結果と比較した。分布様式と密

度は，単葉の幼体と茎上部で二叉した成体にわけ，傑

本区毎に個体数を測定して推定した。

結果:枝長組成は1980年が4群.1981年が5群に分

離された。各群の平均値は牡鹿町の結果と比較してほ

ぼ等しい値を示し，松島湾における標識アラメの枝長

の生長と類似しているので，年齢群とみなした。幼体

期に1年，第V群以上に更に1群を想定すれば，アラ

メの寿命は満7年である。枝長と重量の関係は枝長が

12cm未満で y=axbの式で示され.12cm以上で重

量が減少した。このことは枝長が 12cm以上の5年以

上の群で著しく少ないという年齢構造に一致すiる。し

かし1981年には1980年に比較して5年以上の群の組成
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比率が高いので，生残率が高いことが示唆される。

アラメの垂直分布は.1980年には成体が水深0-2

m前後，幼体が0-4m前後であったのが.1981年に

はともに更に深みへ拡大した。漸深帯における密度

(個体/ni)は成体が4.2個体から 5.7個体へ.YJ}体が

3.0個体から11.5個体へと著しく増加した。分布型は

幼体も成体も強い集中分布からややランダム分布に近

づL、た。

1980年から1981年にかけての群落の変化は幼体も成

体も生存率が高かったことと密接な関係があり水深2

-4mの幼体のみの群落が成体を含む複合年級群とな

り 2m以浅でも複合年級群の上に更に高齢群が増加

して，群落としての安定性が高まった。生主主率向上の

条件を明らかにするのが今後の課題である。

(本東北水研・判福島県水試*料mMRP-56-1-6-6)

(54) 0田中次郎事・横浜康継H ・千原光雄*:カジメ

群落の生産カの解析ーそのニ，三の試みー

カジメは日本の太平洋沿岸中部から南部にかけて分

布する褐藻で，海面下2-lOmにしばしば大群落(~、

わゆる海中林〉を形成する。その大きな現存量からみ

て，沿岸の生態系に重要な役割りを果しているものと

考えられている。

演者らはこのカジメ群落の機造と生態的機能を把握

することを目的として，静岡県下岡市鍋田湾の水深約

5mの海中にある純群務を対象として調査を進めてい

る。現在までに得られた結果とその方法を以下に要約

する。

カジメ特有の生長様式を利用して生長量を調べる方

法(穴あけ法:問中・績浜・千原，日本植物学会第45，

461リl大会〕を用いて)1ごとの生産量を推定した。その

結果，年間生産量は2.8kg乾重/ni/年であり，その内

訳は0.94kgc/ni/年.0.053 kgN/ni/年であった。この

推定値は，毎月標識した二つの方形枠内の個体群を翌

月刈り取って得られたもので，各)'jの個体群の聞に組

成上の相違が存在するため多少不正確になる恐れがあ

る。そこでこの推定値の信頼性を確かめるために，群

落内にlniの方形枠2倒をl占|定し，枠内の全個体を標

識し穴あけ法を用いて同一個体群について周年の葉

片の脱落量と新生量を調べた。その結果，葉片の新生

量の周年変化のパターンは，生産量の推定値のそれと

よい相闘がみられることがわかった。又毎月 11"1任意

の場所(1 ni)の全個体を刈り取り，この個体群の葉

面積指数を測定した結果，春~夏にかけて最大となり

(約10).秩~初冬に最小となる(約5)ことが明らか



100 

になった。

σ筑波大・生物**筑波大・ F田セ γター)

(55) 0松山恵ニ・阿部英治・垣内政宏・金子孝:

ホソメコンブの現存量と光合成量の周年変化

忍路湾での海藻現存量は春から夏に高く(約3kg.

m-2) 冬に低く (0.5kg・m-2以下).それに占めるホ

ソメコンブの割合は4月から9月までは509杉以上であ

り，出現頻度は1月から10月までは50%以上である。

また，ホソメコンブ群落内での本種の現存量は4月か

ら7月に 13kg・m-2に達した。

一方，今回周年にわたり本種の光合成量の測定を行

った。忍路湾内で採集した個体を用いて，幼体の場合

(12月)は1個体そのまま，その他の個体は約 lcm2

の葉片を用いた。葉片の粘液を放出させることを目的

に採集場所の水温に近い温度で約50μ!• S-1・m2 12ー

座長

(1)ー(2):市村勝宜(東大・応微研〉

(3)ー(4):福島博〈東;女体大)

(5)ー(6):高野秀昭(東海区水研)

(7)一(8):阪井与志縦〈北大・海藻研〉

(9)ー(10):正賞富太郎(北大・水産)

(11)ー(12):野田光蔵(新潟薬大・生物〉

(22)ー(23):丸山晃(東大・応徴研〉

(24)ー(25):山岸高l圧〈日大・農獣・生物)

(26)ー(27):岡崎恵視(東学大・生物)

(28)ー(29):猪川倫好(筑波大・生物)

(30)一(31):大野正夫(高知大・海洋生物センター)

(32)ー(33):舘脇正和 uヒ大・海藻研)

12で2-3日培養した後，測定に供した。光合成およ

び呼吸量の測定は酸素電極法で行い YSI社の Model

53を用い，また光源にはタングステンラγプを用いた。

水温を3-29・Cの10段階に光を0-1175μz・S-l• m-2 

の11段階に設定を行った。その結果，本種の光合成活

性は12月から 5月まで高く，しだいに減少し9月以後

は大変低い事がわかった。総光合成量は12月では3.3

-17.5'Cで高い値を示し212po.s-1.m-2で4-8mg

C ・ g-dw- 1 ・ h- 1 • 5月には1Q-20'Cで高く212μ!'S-l

・m-2で約2mg・C.g-dw-1・hーヘ 7月および8月

には20・'C-28'Cで若干高く 212po・S_l・m-2で0.4-

0.9 mgC ・ g-dW~l. h九 9月10月11月は全ての温度

で低く212院・ S-l.m-2 で 0.2mgC ・ g-dw-1 • h~l 以

ドであった。呼吸量は温度が高くなる程増加し，光合

成の活発な時期ほど増加する傾向があった。

………一一 ー ーー

(34)一(35):喜凹和四郎(三重大・水産〉

(36)ー(3η:中沢信午(山形大・理・生物〉

(38)ー(39):秋山優(島根大・教育〉

(40)一(41):小林弘(東学大・生物〉

(42)ー(43):大森長朗(山陽学園短大〉

(44)ー(45):吉田忠正(北大・理・植物〉

(46)ー(47):奥田武男(九大・水産〉

(48)一(49):熊野茂(神戸大・理・生物〕

(田)一(51):加崎英男(東邦大・理・生物)

(52)ー(53):長谷川由雄〈海洋生物環境研〉

(54)ー(55):有賀佑勝(東水大・水産・植物〉



.会場案内

会場:305茨城県新治郡桜村天王台1ー1ーl

筑波大学大学会館ホールおよび第二学群

問合せ先・ 0298-53-4533

荒川i中吠

.交通

筑波研修センター

姿木

ス
4亭

学

④ 

:2十寸可
会

館

前

回::
凪11困!?

ベヂ1 トリ 7:'-

大学会館

宿泊施段

学術情報セ Y タ一 保健管理・包 Y ター

1. 常磐線土浦駅下車(上野から 1時間10分)。関鉄パス⑤番乗場から『筑波大学中央』行

または『高エネルギー研究所』行に乗車， r筑波大学中央」で下車(約40分〉。記念講
演会場は4つ手前の『大学会館前』で下車。

2. 常磐線荒川沖駅下車(上野から1時間〕。関鉄パス『筑波大学中央』行に乗車， r筑波大
学中央」で下車(約40分〉。記念講演会場は4つ手前の「大学会館前」で下車。
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